
( 右上）日本ダウン誌協会会長・角田吉博氏。（左上）分科会報告。（中右）月刊ナイスタウン社長・吉田道数氏と本誌編集長ｃ
( 中央）参加タウン誌の皆さん。（右下）船上パーティーのもよう。（下中）分科会のもよう。（下左）泉真也氏の講演。
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瀬
戸
大
橋
開
通
に
沸
く
四
国
は
香
川

高
松
で
、
六
月
二
八
日
、
二
九
日
の
二

日
間
に
わ
た
っ
て
第
ｎ
回
全
国
タ
ウ
ン

誌
会
議
が
開
か
れ
た
。

こ
の
会
議
は
全
国
の
タ
ウ
ン
誌
が
互

い
の
親
睦
を
深
め
よ
う
と
十
年
前
に
始

め
た
も
の
で
、
過
去
十
年
間
、
年
一

回
、
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
て
来
た
が

今
年
は
瀬
戸
大
橋
岡
山
ｌ
坂
出
ル
ー
ト

の
開
通
を
記
念
し
て
高
松
に
て
開
か
れ

る
運
び
と
な
っ
た
。

第
一
日
目
は
主
催
し
た
高
松
の
タ
ウ

ン
誌
、
月
刊
ナ
イ
ス
タ
ゥ
ン
編
集
長
・

山
田
耕
三
氏
の
開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、

香
川
県
副
知
事
・
荻
野
清
士
氏
の
歓
迎

挨
拶
、
日
本
タ
ウ
ン
誌
協
会
会
長
・
角

田
吉
博
氏
の
来
賓
挨
拶
と
続
い
た
が
、

特
筆
す
べ
き
は
①
編
集
・
出
版
②
イ
ベ

ン
ト
③
営
業
④
周
辺
事
業
と
四
部
門
に

分
か
れ
た
分
科
会
で
あ
ろ
う
。
地
域
密

着
型
の
文
化
発
展
が
叫
ば
れ
る
現
在
、

「
街
づ
く
り
」
に
果
た
す
ダ
ウ
ン
誌
の

役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な
り

つ
つ
あ
る
が
、
ダ
ウ
ン
誌
自
身
の
体
質

の
強
化
、
地
位
の
確
立
を
図
る
た
め

に
、
全
国
の
タ
ウ
ン
誌
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
、
相
互
の
情
報
交
換
、

イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
等
に
関
し
て

侃
々
誇
々
、
熱
い
議
論
が
く
り
か
わ
さ

れ
た
。そ

の
意
味
で
は
二
日
目
の
瀬
戸
大
橋

博
和
／
四
国
・
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

・
泉
真
也
氏
の
記
念
講
演
は
意
義
深

か
っ
た
。
「
イ
ベ
ン
ト
は
誇
り
づ
く
り

を
す
る
こ
と
だ
」
と
い
う
氏
の
言
葉
を

借
り
る
と
す
れ
ば
、
瀬
戸
大
橋
は
四
国

の
、
そ
し
て
日
本
の
誇
り
と
な
ろ
う
。

邑
第
Ⅱ
回
全
国
タ
ウ
ン
誌
会
議
〔
香
川
大
会
〕

い
ま
全
国
に

心
の
架
け
橋
が
…
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蕊磯
１
７５
１

鰯

；
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灘 蕊鑑
鍵
鍔
率
“
聯
堂

＜Ⅱ＞

生
関
西
信
用
金
庫
新
本
店
ビ
ル
落
成
披
露

関
西
信
用
金
庫
が
創
立
四
○
周
年
記

念
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
来
た
新
本

店
ピ
ル
が
、
現
本
店
に
ご
く
近
い
同
じ

生
田
新
道
に
完
成
し
、
七
月
一
五
日

（
金
）
、
そ
の
落
成
披
露
会
が
新
本
店

８
Ｆ
多
目
的
「
ｋ
ａ
ｎ
Ｓ
ｉ
ｎ
ホ
ー

ル
」
に
て
催
さ
れ
た
。
同
庫
は
こ
れ
を

機
に
企
業
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
し
「
か
ん

し
ん
」
と
し
て
新
し
く
ス
タ
ー
ト
す

る
。挨

拶
に
立
っ
た
田
端
基
宏
理
事
長
に
よ

る
と
、
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
人

々
（
ピ
ー
プ
ル
）
を
表
す
「
Ｐ
」
を
３
本

の
木
に
見
立
て
た
「
共
感
の
森
」
を
モ

チ
ー
フ
に
し
、
地
域
の
人
々
と
共
に
大

き
な
森
に
発
展
し
て
い
こ
う
と
す
る
共

生
の
形
を
表
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
そ

し
て
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸
に
ふ

さ
わ
し
く
、
若
者
や
女
性
に
も
語
り
か

け
対
話
の
で
き
る
信
用
金
庫
で
あ
り
た

い
」
と
も
。

祝
辞
に
は
大
蔵
省
近
畿
財
務
局
理
財

部
長
・
松
田
広
光
氏
、
日
本
銀
行
神
戸

支
店
長
・
林
敏
雄
氏
が
立
ち
、
現
在
の

金
融
界
の
自
由
化
、
国
際
化
の
な
か
、

「
か
ん
し
ん
」
の
こ
の
発
展
を
祝
っ
た
。

さ
て
、
会
の
方
は
、
関
西
信
用
金
庫

監
事
で
も
あ
る
参
議
院
議
員
。
中
西
一

郎
氏
の
乾
杯
の
音
頭
取
り
に
よ
り
、
一

気
に
和
や
か
な
も
の
と
な
っ
た
が
、
そ

の
雰
囲
気
の
中
、
書
道
家
・
望
月
美
佐

さ
ん
の
「
動
の
書
」
も
披
露
さ
れ
、
舞

台
壁
面
に
「
か
ん
し
ん
」
の
企
業
理
念

〃
共
感
・
対
話
・
信
頼
″
が
大
害
さ

れ
、
参
会
の
人
々
に
印
象
づ
け
た
。

地
域
の
人
々
と
共
に
如
年
、
い
ま
更

な
る
出
発
の
と
き
。

「
か
ん
し
ん
」
ｌ

地
域
と
共
に
仙
年

(右上）田端基宏理事長。（方卜）中西画伯の絵を囲んで。（左中）盛りあがったパーティ風景。
( 右下）神戸束ロータリーの仲間たちと。（左下）「かんしん」総代の皆さん。
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霞

☆
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
ｎ

ｌ
コ
ー
ナ
ー
ハ
ウ
ス
Ｄ
○
ｌ

い
つ
も
オ
シ
ャ
レ
人
間
の
集
ま
る
北
野
町
、
中
で

も
北
野
坂
の
コ
ー
ナ
ー
ハ
ウ
ス
Ｄ
Ｏ
に
は
昨
秋
の
オ

ー
プ
ン
以
来
、
全
国
各
地
か
ら
個
性
坐
か
な
表
情
が

錐
う
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
今
回
〃
Ｄ
Ｏ
〃
が
企
画
し

た
の
が
「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
。
６
／
、
ｌ
末
に

コ
ー
ナ
ー
ハ
ウ
ス
Ｄ
Ｏ
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
お
食
事

に
来
ら
れ
た
お
客
械
の
中
か
ら
「
コ
レ
は
／
」
と
思

う
人
を
撮
影
し
、
そ
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
、
約
伽
枚
を

７
／
２
よ
り
、
日
間
に
わ
た
っ
て
掲
示
、
一
般
の
男

女
約
３
５
０
名
に
投
票
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
結
果

☆
診
旨
昌
爵
目
胃
喫
ご
芽

ｌ
北
野
ア
レ
イ
－

，
年
前
の
北
野
町
と
言
え
ば
、
ち
ょ
う
ど
異
人
館

ブ
ー
ム
で
神
戸
を
訪
れ
る
観
光
客
が
ピ
ー
ク
の
頃
、

街
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ピ
ル
が
建
ち

北
野
ア
レ
イ
も
そ
ん
な
中
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
が
、
今

や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
高
感
度
人
間
の
無
ま
る
北
野
の
大

率
な
顔
。
こ
の
春
、
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
ビ
ュ

ー
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
「
ア
イ
ズ
メ
モ
リ
ー
」
も
加
わ

り
、
よ
り
充
実
し
た
ト
ー
タ
ル
空
間
に
な
っ
た
。

「
ア
イ
ズ
メ
モ
リ
ー
」
は
ヘ
ア
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

大
阪
市
天
王
寺
区
の
野
村
幸
子
さ
ん
が
グ
ラ
ン
プ
リ

を
、
深
田
千
明
さ
ん
、
岸
上
記
子
さ
ん
、
平
井
典
子

さ
ん
、
中
尾
昭
子
さ
ん
の
４
名
が
入
賞
、
投
票
し
た

人
の
中
か
ら
も
中
野
陸
信
さ
ん
が
透
ば
れ
各
店
舗
が

出
す
豪
華
な
賀
品
を
そ
れ
ぞ
れ
狸
得
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
雑
徴
は
お
店
と
お
客
棟
の
対

話
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
手
づ
く
り
の
味
。
「
北
野
は

気
ど
っ
た
お
店
が
多
い
」
と
間
違
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
る
あ
な
た
、
次
回
の
Ｄ
Ｏ
の
イ
ベ
ン
ト
に

は
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
下
さ
い
。

・
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
各
賞
は
次
の
通
り
。

ア
ン
ピ
ェ
ン
テ
・
ビ
ス
賞
、
セ
・
プ
レ
賞
、
ガ
レ

リ
ア
・
ス
ピ
ー
ガ
貧
、
ロ
レ
ヅ
タ
・
デ
イ
・
ロ
レ

ン
ン
ッ
ォ
賞
、
パ
プ
キ
ー
・
フ
ェ
リ
ー
一
一
世
、
北

野
ジ
ュ
エ
リ
ー
賞
、
レ
・
ダ
ム
賞
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ
賞
、
フ

ロ
マ
ー
ジ
ュ
・
ク
ロ
黄
、
チ
コ
・
ア
ン
ド
・
チ
ャ
ー

リ
ー
賞
、
パ
ー
ル
・
プ
ラ
ン
ゾ
、
ア
ン
ピ
ェ
ン
テ
賞

■
コ
ー
ナ
ー
ハ
ウ
ス
Ｄ
Ｏ

中
央
区
山
本
通
１
１
７
１
刑
衝
２
２
１
１
０
２

２
７

☆
Ｕ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
ｌ
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｅ
ｍ
居
留
地

ｌ
マ
リ
テ
＆
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ジ
ル
ボ
ｌ
ｌ

エ
ン
ポ
リ
オ
・
ア
ル
マ
ー
ニ
、
エ
ミ
ス
フ
ェ
ー
ル

プ
ラ
ダ
、
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
流
品
を
送
り
続
け
て

､ ｒＳｍｅｍｏｒｙ〃で
美しく変身／

;蕊

国
中
央
区
明
石
町
調
１
１
言
３
３
３
１
２
３
６
６

楽しい企画がいっぱいの
､ コーナーハウスＤＯ〃

い
る
居
留
地
界
隈
か
ら
、
ま
た
ひ
と
つ
新
し
い
顔
が

墨
場
し
た
。

イ
タ
リ
ア
ン
カ
ジ
ュ
ア
ル
か
ら
出
発
し
た
マ
リ
テ

＆
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ジ
ル
ポ
ー
は
ス
ト
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ

ュ
の
ジ
ー
ン
ズ
で
世
界
的
に
認
め
ら
れ
、
そ
の
後
も

ス
ト
レ
ッ
チ
紫
材
の
ノ
ン
セ
ッ
ク
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
ウ

ェ
ア
を
中
心
に
し
た
商
品
展
開
で
、
大
き
な
支
持
を

得
て
い
る
。

札
幌
、
｛
丞
示
、
金
沢
、
名
古
屋
、
福
岡
の
他
店
舗

と
の
大
き
な
違
い
は
パ
ル
フ
ィ
ー
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る

イ
ン
テ
リ
ア
。
白
を
基
調
に
無
機
質
な
素
材
を
使
用

し
た
店
内
は
モ
ダ
ン
で
マ
ー
ー
ア
ッ
ク
な
雰
囲
気
が
漂

い
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
さ
れ
た
商
品
と
不
思
議
に
マ
ッ
チ

し
て
い
る
。
特
に
全
国
的
に
み
て
レ
ベ
ル
の
高
い
お

し
ゃ
れ
を
し
て
い
る
人
の
多
い
神
戸
で
の
店
舗
だ
け

に
シ
ョ
ッ
プ
側
も
か
な
り
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
い
る
よ
う
。

気
に
な
る
今
年
の
秋
の
傾
向
は
〃
ク
ラ
シ
ッ
ク
指

向
″
。
ベ
ー
ジ
ュ
、
紺
、
黒
な
ど
の
落
ち
つ
い
た
色

使
い
に
、
ス
ト
ラ
イ
プ
や
千
鳥
格
子
の
組
み
あ
わ

せ
。
一
見
地
味
な
よ
う
に
見
え
る
な
か
に
も
、
ち
ょ

っ
と
し
た
セ
ン
ス
の
良
さ
が
現
わ
れ
て
い
る
の
が
特

徴
と
い
え
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
自
己
主
張
し
た
い

人
に
お
す
す
め
の
ア
イ
テ
ム
。

☆
お
詫
び
と
訂
正

７
月
号
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
特
災
」
（
Ｐ
髄
）

〃
ま
さ
″
さ
ん
プ
ラ
ザ
３
Ｆ
←
さ
ん
ち
か
に
訂
正
。

〃
マ
ミ
ー
″
の
写
真
が
〃
ま
さ
″
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
大
変
御
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
し
た
。

１
７６
１

今
堀
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ザ
イ
ン

画
を
通
じ
て
、
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
る
シ
ス
テ
ム
。
こ

ん
な
風
に
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
思
い
を
紫
直
に
伝

え
る
こ
と
の
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
だ
。
ま
た
、
ヘ
ア
ー

☆
弓
閉
冨
◎
弓
固
く
①
昌
曽
Ａ
Ｕ
Ｇ
Ｕ
Ｓ
亜

「
ア
ン
テ
ィ
Ｉ
ク
・
オ
ル
ゴ
ー
ル
展
」

８
／
６
（
土
）
１
８
／
瓢
（
日
）
ｎ
時
ｌ
塑
時

フ
ァ
ミ
リ
ア
北
野
坂
ハ
ウ
ス
・
リ
ト
ル
ギ
ヤ
ラ
リ
ー

「
北
野
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ザ
ー
ル
」

８
／
哩
（
土
）
１
８
／
躯
（
月
）

ラ
イ
ン
の
館
北
隣
・
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

外
国
人
留
学
生
を
中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

国
際
の
み
の
市
。

＃
軍

機能的なデザインは
常に着る人が主役

メ
イ
ク
、
ス
タ
イ
リ
ン
グ
等
を
お
こ
な
い
北
野
を
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
し
て
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
に
残
す
メ
ニ
ュ

ー
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

『
ア
イ
ズ
メ
モ
リ
ー
」
で
イ
メ
ー
ジ
が
決
ま
れ
ば

隣
り
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
「
ス
タ
ジ
オ
－
Ｖ
」
へ
。
「
イ

ス
ト
ワ
ー
ル
」
で
お
食
覗
を
す
る
の
も
Ｏ
Ｋ
。
ブ
レ

ッ
ク
フ
ァ
ー
ス
ト
か
ら
デ
ィ
ナ
ー
ま
で
、
浦
酒
な
空

間
で
い
ろ
ん
な
メ
ニ
ュ
ー
が
楽
し
め
る
。
２
Ｆ
に
あ

る
「
Ｋ
・
Ｃ
パ
ー
ク
」
で
は
ビ
リ
ャ
ー
ド
は
勿
論
の

こ
と
、
パ
ー
テ
ィ
会
場
と
し
て
も
気
軽
に
利
用
で
き

る
そ
う
。

ｍ
年
を
迎
え
、
ま
す
ま
す
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て

い
く
「
北
野
ア
レ
イ
」
、
こ
の
夏
注
目
の
ス
ペ
ト
ス

だ
。回

中
央
区
山
本
通
２
１
９
１
ｐ

Ｂ
Ｆ
「
ア
イ
ズ
メ
モ
リ
ー
「
２
２
１
１
３
８
６
３

加
時
半
１
泊
時
半
（
カ
ッ
ト
￥
４
，
５
０
０
１
メ

モ
リ
ー
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
￥
３
０
，
０
０
０
１
）

隈
が
④
国
国
弓
騨
吻
雷
自
ｅ
塁
勘
弔
邑
国
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〃
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ム
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・
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〃

ア
メ
リ
カ
帥
年

ｦ アミリア北野坂ハウス

／ 、

アンテイークオルゴール・コレクション

ノ

ざﾉ ｦ ａ日幽
→２７日日
７７J ００～７＆００
（最終日5 時閉場）

アンティーク・オルゴール

の魅力は、無駄のない構造
の巧さ・格調高い風格にも

ありますが、人々を魅了し
てやまないのはその哀愁を

帯びた音色にあります。聞

く人の気持ちを豊かにし、
忘れかけたロマンを思い出
させてくれます。

ＴＥＡＲＯＯＭ＆ＬＩＴＴＬＥＳＨＯＰ

神戸市中央区北野町２丁目l 2 5
TEL.(078)222-3535

、

荒木幸史展
コスモス☆ファンタジー

（日本美術家連盟会員）

８月２２日( 月) →２８日（日）
（最終日5 時閉場）

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



明協鴬藻…
る。揺れている。先人たちのエネルギーを
明日へと伝えようとしている。ＹＥＳ、８９
みなとみらい2 1 に期待したい。そして優し
い横浜も残して欲しい。

､

アも鴎鵬黙榊
浜。ＰＸや洋ハイは、少年少女の胸をとき
めかせた。ヨーロッパ文化とは違うアメリ
カ文化は戦後の横浜に生彩を与えていた。 ② 烈照

こヲ
抄i戸で 》

窪,１

！

進
競購取
灘|鶏
もった先人質

、●ヤズが流れる
､／絵になる
多くのミュージシャンの憧れの
街。たくさんのミュージシャン
が育った。髪の長い女の子たち
だってジャズを口ずさむ。それ
がサマになる。そして港、西洋
館は絵になる。

けた。そして進取の気質をもった先人質
たちは、西欧に日本を融合させ新しい
文化を創ってきた。

工皇緋麗藤棚
ぞれ想い出、思い込みをもてる街だ。温か
く包みこんでくれると長島茂雄さんは言い、
カタカナの街と岸恵子さんは言う。

伝搬の'二餌

横浜の歴史は、
1 3 0 年くらいしか
ない。だが、つ
ねに動き続けた
街は、新しい伝
統を生んだ。横
浜家具やハマト
ラ…。それらは
新しい伝統を創
っている。
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, ｉｍ公&

ＡＭＡ
B E S I T
C C皿｣ＬｍＣＩＩ'、脚

■とき
■ところ
■主催
■後援

９月７日( 水) ～１２日（月）
本館７階大催会場・本館１階イベントホール
ヨコハマコレクションズクラブ
横浜市。横浜商工会議所･ 側横浜博覧会協会。
㈱横浜国際観光協会・㈱横浜みなとみらい2 １

●横浜博覧会・みなとみらい2 1コーナー特設

宝飾品アート宝飾
宝飾品チャーミーたなか

ハンドバツグキタムラＫ２
婦人服信濃屋

紳士. 婦人用品フクゾー洋品店
紳士服ポピー

ハンカチ. スカーフ丸加
銀製品シルバーォォノ

テーブルウェァ

レース製品

ガｽ 灯

クラシック家具

文具･ 諜物
コンタクトレンズ

牛弁当
豆製品

増円Ｔ芙
近沢レース店
増尾ガス器具
ダニエル
有隣堂
国際コンタクトレンズ
荒井屋
かずさ屋

シウマイ崎陽軒
ビールキリンビール

中華食品源豊行
アイスクリームタカナシ乳業

中華菓子大珍棲
輸入食品明治屋

フランス料理霧笛模
中華食品華正棲

●日本浮世絵協会常任理事
中右瑛氏コレクション

「横浜・神戸開港浮世絵展」

●北村英治オールスターズ＆キャロル山崎によるスイングジヤズ
９月９日(金)本館イベントホール1 3 : 0 0～・1 5 : 0 0～(各3 0分）

< S O G O > < K I R I N >共同企画そごうジャズスペシャル
●ジャズ･ ナイト･ イン･ ポートピア
９月９日（金）１８: 0 0 ～ディナーショー￥1 8 , 0 0 0 お一人様( 税ｻ 込）

２１: 0 0 ～カクテルパーティ￥1 3 , 0 0 0 お一人様(税サ込）
・ポートピアホテル南館1 6 階〔レインボーの間〕
・お問合せ・お申込はそごう神戸店１階総合案内所

ＴＥＬ(078)狸-8113まで

本館１階イベントホール

●ガーデンカフェコーナー特設

北村英治
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神戸開港1 2 0 年記念シリーズ
ー近代洋風建築を訪ねて－

日産ビル
(旧村井銀行神戸支店）

写真／高橋裕嗣
乳母車を改造した手押し車に弁当数十個を

乗せ、メリケン波止場へ運んで来る食堂があ
った。それが、この日産ビルの地下に店を橋
える月ヶ瀬食堂で、当時神戸の何も知らない
1 6 , 1 7 歳の私は空腹感を満たせに暗い階段を
下りて行った。が、現在地下は封鎖。
日産ビルからメリケン波止場まで徒歩５分。

銀行が建ち並ぶ神戸のウォール街と呼ばれる
中央区栄町通２丁目山側に威容を誇る。６階
建てなので道路の反対側からでないと全容が
分らない。前面にイオニア式石柱列（オーダ
－）を配した神殿造りで、もったいないよう
な大きなランタン２個に風格を感じる。神戸
港を考える会のボートウォ
ツチング対象物であり、ラ
イトアップが望ましいビル
のひとつ。

角本稔
( 神戸港を考える会代表〉

大正９年竣工、鉄筋コンクリート造６階建。建物は亜
厚なルネッサンス様式で２階分の高さの粗石積の華壇上
にイオニア式半円柱、さらに上部にアチックを持つ。

§

ＫＯＲＥＥＸＣＥＬＬＥＮＴＳＨＯＰ

☆本格派の人々に愛される

ヨヨ対流
神戸市中央灰言宮町3 丁目1 - 9 念3 3 1 - 5 1 9 0

☆よろず御槻衣蕊上虚

神戸シャツ
神戸市中央区三宮町3 丁目1 - 6 缶3 3 1 - 2 1 6 8

☆選りすぐった一点を…。

Sanche
神戸市中央区元町通2 丁月5 - 7 念3 3 1 - 4 7 0 7

☆欧風家具･ 設計･ 創作

永田良介商店
神戸市中央区＝宮町3 丁目１－４念3 9 1 - 3 7 3 7 ～９

☆婦人帽子

、く、堅うく｡、､《雨、
マ鐸シン

神戸市中央区北長狭通2 丁同6 - 1 3 壷3 3 1 - 6 7 1 】

☆伝わる真どころ手づくりの風格

柴田音吉洋服店
神戸市中央原尤町通４１~ 月2 - 2 2 云3 4 1 - 0 6 9 3

☆舶来品ブティック

ヱズターニュートン
神戸市中央区北長狭通3 丁目1 2 - 1 4 合3 3 1 - 1 8 1 8

※このシリーズは上記の専門店の提
供によるものです。

、

ノ
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FASＨ'○|、|ＴＡＬＫ
■－

汗にご注意下さい。これからのシーズン、汗が人ぎな刑題
ですが、サマーセークーの場合、I H I 隅があく、栽肌に狩る、
そして汗を吸い込みやすい、汚れやシミ‘が兇えにくいなど、
その枕枯から、汚れをよ{ 〕撫雑i 二してしまいがちです。粁
た後は、胤逝しの良いところで典返して測弧をとる、こま
めにクリーニングをする……をｿ 鋤J : してください。

と鍵議霧景
■山手画078-221-2440■宝奪唐/07Ｗ-72-0810■リフオ・・ム･フルフルノ078-221-9110

〆〆 『ロー叩~ Q m - q p n - f q - q p - 4 q ~ q ロ~

清
Q ローq 回一個一ｍ病一

涼
贈

1 ローl p - q 回－， F ～

＝､.合
ノ座、

￥2 0 0 0 ～￥5 0 0 0
f ﾛ 烏一ｍ ~ f 、＝Ｌｍ－－ＱＤ－ＥｐＪ＝Ｌｄ廿居←４ｂＪ－－Ｑｍ～．

一 北欧の銘菓一

ユツＩＦ仏.｡刀工外
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で
男
の
子
の
よ
う
に
踊
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
推
薦
者
／
藤
本
ハ
ル
ミ

ニ
年
程
前
に
、
久
々
に
〃
も
ん
〃
の
お
店
で
〈
Ｋ
・
Ｆ
．
Ｍ
会
長
〉

百
合
ち
ゃ
ん
に
会
っ
て
、
あ
ま
り
の
変
り
よ
う

に
び
っ
く
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

人
気
の
中
森
明
菜
の
よ
う
な
雰
囲
気
、
抜
け
る
よ
う
な
色
白
で

き
ゃ
し
ゃ
な
姿
だ
け
れ
ど
、
可
愛
い
い
声
で
元
気
よ
く
テ
キ
パ
キ

と
お
客
様
と
応
待
す
る
姿
は
ほ
ん
と
に
魅
力
的
で
す
。

い
ま
ど
き
家
業
を
か
い
が
い
し
く
手
伝
う
美
人
姉
妹
な
ん
て
ほ

ん
と
に
珍
し
い
。
ど
う
ぞ
い
い
お
相
手
が
き
ま
り
ま
す
よ
う
祈
っ

て
い
ま
す
。
カ
メ
ラ
・
松
原
卓
也

神
γ
易
媛
＃
ん
〈
、
〉

お
店
の
お
手
伝
い
に

勤
し
む
大
和
撫
子

日
笠
百
合
子
さ
ん
急
闘
卑
も
ん
“
〉

）

ヨ
己
、
ヨ
ョ
切
里
一
ｍ
号
云
②
言

』

ｉ

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｈ
‐
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｌ
■
■
■
■
ｉ
Ｉ
‐
勘

扉
邑

日
笠
さ
ん
の
百
合
ち
ゃ
ん
は
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ

ぶ
の
元
祖
と
い
わ
れ
る
東
門
筋
の
古
紋
や
、
生

田
神
社
前
の
レ
ス
ト
ラ
ン
も
ん
さ
ん
の
お
嬢
さ

ん
。
ま
だ
幼
い
頃
か
ら
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
の
お
稽

古
を
し
て
い
て
、
発
表
会
の
時
は
活
発
な
動
き

藍覇 苧…
ﾛ

吐唾避里一一
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FIH

牌

甲、

毎
』
、
》
『
雪

一
》
》

電
、
《
．

神
７
１
才
媛
；
ん
〈
、
〉

洲
、
ネ
オ
ト
ロ
ピ
カ
ル

夜
会
の
華

中
内
照
さ
ん
〈
岬
ン
諒
藩
ヨ
ン
代
幾
取
締
役
〉

ヨ
四
号
ヨ
ョ
路
一
一
ｍ
号
云
ロ
言

教
養
と
セ
ン
ス
は
身
の
こ
な
し
に
も
さ
り
げ

な
く
自
然
で
美
し
い
。
お
育
ち
の
良
さ
と
お
家

柄
は
申
す
ま
で
も
な
く
照
さ
ま
の
雰
囲
気
に
と

け
こ
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
私
ご
と
き
オ
シ
ャ
ベ

リ
お
ば
さ
ん
の
お
相
手
も
充
分
な
さ
る
の
で
、

照
さ
ま
に
お
め
に
か
か
れ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

碁串 毒
Ｊ

《
零
一
壱

一
勺《

零
一
・
壱

毎泊

ＩｙｇＪ

1１

量墓皇畢":１
Ｊ

こ＝…′曇団由壁ニー

率
俸
権
幽
瀞
妙
槻
叫
が
い
康
和
〆
鐸
脚
癖
詩
恥
推
薦
者
／
長
浜
リ
ツ
コ

パ
パ
の
頭
脳
と
美
し
く
穏
や
か
な
マ
マ
の
お
人
命
鰯
癌
罷
潅
〉

柄
の
調
和
し
た
中
で
の
お
育
ち
が
伺
え
ま
す
。
ご
令
嬢
の
幸
せ
の
鍵
を
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
る
方
の
出
現
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ご
趣
味
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
、
手
芸
、
読
書
、
ゴ
ル
フ
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

ご
出
身
聖
心
女
子
大
学
文
学
部
（
哲
学
科
美
学
美
術
史
専
攻
）

カ
メ
ラ
・
松
原
卓
仇
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｢ ゆかたパーティー」
ＴＩＭＥ１９８８．７．８
ＰＬＡＣＥＬＡＮＴＡＮ
ＰＨＯＴＯ筆者（前列中央）を囲んで

，，

蝿息鍵瞳: 幹

き
ら
き
ｂ
と
太
陽
が
照
り
つ
け
る
夏
を
迎
え
ま
し

た
。
私
は
か
ね
が
ね
和
服
地
の
素
材
を
ド
レ
ス
に
、

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
す
る
こ
と
を
、
お
す
す
め
し
て
参
り

ま
し
た
。
中
で
も
ゆ
か
た
に
代
表
さ
れ
る
夏
の
着
物

地
は
、
着
心
地
、
肌
ざ
わ
り
、
吸
湿
性
が
抜
群
で
ご
ざ

い
ま
す
。
細
く
て
し
な
や
か
な
軽
い
麻
地
の
雄
巾
、

上
布
、
小
千
谷
縮
み
、
木
綿
で
は
久
留
米
紺
や
琉
球

餅
等
そ
の
他
各
地
の
紺
、
又
ゅ
か
た
、
ゅ
か
た
の
中

に
も
長
板
藍
染
め
、
竺
仙
、
絞
り
、
紅
梅
等
数
え
る

と
限
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
染
や
織
に
そ
れ
ぞ
れ
工
夫

が
な
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
触
れ
る
た
び
に
日
本
の
伝
統

に
誇
ら
し
さ
を
覚
え
ま
す
。

百
年
も
前
の
物
か
ら
新
し
い
も
の
ま
で
が
、
パ
ン

ッ
ル
ッ
ク
、
街
着
の
ツ
ー
ピ
ー
ス
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

ロ
ン
グ
ド
レ
ス
に
な
り
、
反
物
か
ら
は
ス
リ
ー
ピ
ー

ス
ヘ
フ
ラ
ウ
ス
・
ス
カ
ー
ト
・
上
着
）
、
フ
ォ
ー
ピ
ー

ス
（
ブ
ラ
ウ
ス
・
パ
ン
ツ
・
上
着
・
ス
カ
ー
ト
）
に

仕
上
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
た
び
、
お
教
室
で
仕
上

げ
た
り
、
オ
ー
ダ
ー
さ
れ
た
作
品
を
身
に
つ
け
、
そ

れ
ぞ
れ
が
主
役
に
な
っ
て
、
披
露
す
る
パ
ー
テ
ィ
ー

を
開
き
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
に
乗
っ
て
歩
き
、
素
材
に

触
れ
た
り
批
評
し
合
っ
た
り
、
溜
息
が
も
れ
、
思
わ

ず
拍
手
が
出
る
楽
し
い
会
に
終
り
ま
し
た
。

＝夕
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キラリ夏ｌ今年の水着考
舟木加代 (舟木加代ファッションモデルグループ〉

露
呈

｢ 水着ファッションショー」
ＴＩＭＥ１９８８．７．１
P L A C E 神戸ポートピアホテル

､;ﾛ麹蜂、

梅
雨
明
け
と
共
に
、
海
辺
や
プ
ー
ル
に
繰
り
出
す

人
々
が
ど
っ
と
増
え
、
今
や
海
辺
や
プ
ー
ル
サ
イ
ド

は
カ
ラ
フ
ル
な
水
着
で
大
変
華
や
か
で
す
．
今
年
は

経
済
大
国
日
本
の
社
会
情
勢
を
反
映
し
て
か
遠
く
海

外
ま
で
泳
ぎ
に
行
く
人
も
昨
年
の
二
割
増
と
か
．
年

中
仕
事
に
追
わ
れ
水
着
を
着
て
の
ん
び
り
す
る
機
会

も
な
い
私
に
は
羨
ま
し
い
限
り
…
。

さ
て
今
年
の
水
着
は
、
流
行
の
花
柄
を
基
調
に
し

た
可
愛
ら
し
い
も
の
、
メ
タ
リ
ッ
ク
調
の
エ
レ
ガ
ン

ト
さ
を
強
調
し
た
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。
パ
タ
ー

ン
と
し
て
は
セ
パ
レ
ー
ト
、
ハ
イ
レ
グ
が
や
や
減
少

し
て
ワ
ン
ピ
ー
ス
、
セ
ミ
ハ
イ
レ
グ
が
主
流
。
大
胆

な
ハ
イ
レ
グ
と
い
う
と
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
日

本
人
は
欧
米
人
に
比
べ
て
お
尻
が
小
さ
い
の
で
脚
を

長
く
見
せ
る
効
果
が
自
然
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら

も
私
は
日
本
人
の
体
型
に
大
変
よ
く
似
合
う
パ
タ
ー
■
宮
口
‐

ン
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
水
着
は
体
型
が
そ
の
ま
ま
出
ま

す
の
で
（
特
に
ワ
ン
ピ
ー
ス
は
御
注
意
を
ノ
）
姿
勢
》
鱗

歩
き
方
が
最
も
重
要
。
背
筋
を
伸
ば
し
膝
を
曲
げ
ず
脅
鶴鍵蕊

に
蝋
爽
と
歩
い
て
下
さ
い
。
美
し
い
姿
勢
、
歩
き
方
繍
駕

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

押
唖
■
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他にも多数楽しい催しを予定（）内は当日券
■お問い合わせ/ 田園交響芸術祭実行委員会

盆0 7 9 5 - 5 2 - 1 1 1 1 . 3 6 0 0

聯
蝋
箆

田園転
夢惨

＄

Ｉ

11／

だ:ち
Ｙ

、
さ､f‘ん（

諺
調
斗

）

■
く

む

諺 リ

望

QＯＤ

～孔

い
い
所
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
歴
史
が
あ
る

し
自
然
も
残
っ
て
る
し
、
食
べ
物
は
お
い

し
い
」

平
山
「
ジ
ロ
ー
さ
ん
は
放
浪
癖
が
あ
る
ん

で
す
よ
（
笑
）
ｏ
時
間
が
で
き
た
ら
ブ
ラ
シ

と
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
う
」

後
藤
「
ど
こ
へ
行
く
と
思
い
ま
す
？
〃
篠

山
□
″
ま
で
の
キ
ッ
プ
を
買
う
て
る
ん
で

す
わ
」

平
山
「
気
軽
に
と
け
込
め
る
ん
よ
れ
、
こ

の
町
は
」

後
藤
国
』
か
ら
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
も
、

ぜ
ひ
ご
家
族
で
来
て
い
た
だ
き
た
い
ん
で

す
」平

山
「
城
下
町
の
ゆ
っ
た
り
し
た
景
色
と

人
の
や
わ
ら
か
さ
と
、
私
達
の
歌
声
と
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
ね
」

７
月
釦
日
か
ら
８
月
８
日
ま
で
「
兵
庫

県
民
の
船
」
に
も
参
加
し
て
い
る
お
二
人
。

訪
問
地
・
上
海
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
も
、

県
の
伝
承
歌
を
歌
っ
て
下
さ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
来
年
の
相
周
年
を
控
え
、
二
人
力

を
合
わ
せ
て
二
つ
以
上
の
〃
何
か
″
を
生

み
出
そ
う
と
、
目
下
模
索
中
で
す
。

１．

１自昌_(

「
，
‐
Ｉ

丘
〈
宰
厚
Ｗ
”
ロ
Ａ
Ｉ
』
Ｉ

丘
〈
宰
厚
Ｗ
”
ロ
Ａ
Ｉ
』
Ｉ

恥
一

汗
》

田園交響音楽祭
これからのプログラム

ＬＬ１

Ｉ
＝

ノ

8/12（金）
PＭ２:0011M滴

８/26<金）
PMl:301噸

9/１８(日）

10/１６<Ｈ）

紙ふうせん
" 愛と夢とこどもたち”
中学‘!畠以;:25001】l(30001』l）
小齢生以::15〔)O1II(20001｢l）
第二7 世: 兵庫県児竜合昭祭
大人50ＯＩＩ小人200111
本修秀太郎以謡ショー
. . ふるさとの心を敬う' ’
3000IlX3500FIl，

: ゲッコロ演劇学校郊外公減

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



銀 次懇o1iiV1A。

■
美
女
が
訪
ね
る
支
社
長
シ
リ
ー
ズ
〈
４
〉

近
衛
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
神
戸
支
社
が
元
町
か

ら
三
ノ
宮
に
移
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
…
。

根
本
え
え
、
今
年
の
３
月
に
事
務
所

及
び
Ｏ
Ａ
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
「
神
戸
サ
ン

ト
ピ
ア
」
を
現
在
の
東
町
に
移
転
し
ま

し
た
；
神
戸
サ
ン
ト
ピ
ア
」
は
４
月
に

開
設
致
し
ま
し
た
の
で
、
ま
だ
３
か
月

ほ
ど
し
か
た
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、

延
べ
５
干
人
も
の
か
た
に
利
用
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

近
衛
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
ど
う
も
機
械
は

に
が
手
で
…
。
頭
か
ら
難
し
い
も
の
と

考
え
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
。

根
本
そ
う
で
す
ね
、
そ
う
い
っ
た
声

は
時
々
聞
き
ま
す
。
難
し
い
と
決
め
つ

け
な
い
で
、
作
曲
や
絵
を
書
く
こ
と
が

で
き
る
パ
ソ
コ
ン
な
ど
も
あ
り
ま
す
の

で
、
仕
組
み
を
考
え
る
前
に
、
ま
ず
触

っ
て
み
て
下
さ
い
。

近
衛
パ
ソ
コ
ン
で
作
曲
が
で
き
る
の

で
す
か
？

根
本
は
い
、
で
き
ま
す
よ
。

近
衛
そ
れ
な
ら
私
に
も
楽
し
め
そ
う

で
す
。

根
本
そ
う
で
す
、
自
分
が
体
験
し
て

み
て
は
じ
め
て
理
解
で
き
る
の
で
す
か

ら
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
い
ら
し
て
下
さ

ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
め
ざ
す

い
。近

衛
は
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
「
神
戸
サ
ン
ト
ピ
ァ
」
で
は
、
ワ
ー

プ
ロ
な
ど
の
機
器
の
展
示
の
他
に
は
ど

の
よ
う
な
利
用
方
法
が
あ
る
の
で
す
か
。

根
本
ワ
ー
プ
ロ
教
室
と
パ
ソ
コ
ン
教

室
を
、
開
設
し
て
い
ま
す
。
又
、
９
月

１
，
２
日
の
両
日
に
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
ソ

フ
ト
展
・
神
戸
」
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

近
衛
そ
れ
は
、
ど
う
い
っ
た
も
の
で

す
か
。

根
本
オ
フ
ィ
ス
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
や
パ

ソ
コ
ン
な
ど
の
機
器
と
、
計
算
・
財
務

・
経
理
・
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
人
気
の
あ
る

ソ
フ
ト
な
ど
を
一
同
に
集
め
て
見
て
も

ら
う
の
で
す
が
、
機
能
面
だ
け
で
な
く

ビ
ジ
ネ
ス
の
中
で
も
っ
と
仕
事
を
簡
略

化
す
る
た
め
に
何
が
で
き
る
か
ｌ
を
一

歩
踏
み
込
ん
で
実
際
に
見
て
ほ
し
い
の

で
す
。
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
産
業
の
成
長
は

日
進
月
歩
、
ま
さ
に
め
ざ
ま
し
い
も
の

な
の
で
よ
り
よ
い
も
の
を
見
て
い
た
だ

く
に
は
、
ず
い
ぶ
ん
努
力
し
て
い
ま
す
。

近
衛
そ
う
い
え
ば
、
西
神
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
方
に
研
究
施
設
を
も
っ
て
ら
れ

る
と
か
…
。

根
本
西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
神
戸
市

が
〃
産
・
学
・
住
〃
、
つ
ま
り
産
業
・
学

校
・
住
宅
が
三
位
一
体
と
な
っ
た
街
づ

く
り
を
行
な
っ
て
い
る
所
な
の
で
す
が
、

そ
こ
の
西
神
工
業
団
地
に
、
神
戸
シ
ス

テ
ム
セ
ン
タ
ー
を
開
設
致
し
ま
し
た
。

近
衛
そ
こ
で
は
、
何
を
な
さ
っ
て
い

る
の
で
す
か
。

根
本
平
均
年
令
踊
才
の
若
手
の
社
員

た
ち
が
、
通
信
機
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
は
〃
Ｃ
＆
Ｃ
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク

ー
ル
“
が
あ
り
ま
し
て
ね
。
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
開
い
て
い
る
の
で
す
よ
。
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
の
皆
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空
間
と
し

て
地
域
に
密
着
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

近
衛
地
域
社
会
と
密
接
な
関
係
を
保

っ
て
い
か
れ
る
の
で
す
ね
。
そ
う
い
え

ば
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
企
業
理
念
は
人
間
同
志

の
出
会
い
を
生
み
だ
す
〃
Ｃ
＆
Ｃ
〃
で

し
た
ね
。

根
本
ｕ
年
前
の
昭
和
艶
年
に
ア
メ
リ

カ
の
ア
ト
ラ
ン
タ
で
提
唱
し
て
以
来
、

我
社
の
企
業
理
念
と
し
て
い
る
の
が
、

Ｃ
＆
Ｃ
で
す
。

近
衛
Ｃ
＆
Ｃ
を
も
う
少
し
具
体
的
に

説
明
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

根
本
そ
う
で
す
ね
、
一
言
で
い
え
ば

自
動
通
訳
電
話
の
実
現
で
し
ょ
う
か
。

近
衛
と
申
し
ま
す
と
？

根
本
ま
ず
電
話
機
に
向
っ
て
こ
ち
ら

が
、
〃
も
し
も
し
〃
と
問
い
か
け
る
と
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
自
動
的
に
翻
訳
し
ま

す
。
そ
し
て
、
相
手
に
は
〃
函
の
匡
○
〃

と
聞
こ
え
る
。
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
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可

1鴎I X X 1円

・
だ
れ
と
で
も
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
で
、
世
界

の
い
ろ
ん
な
人
々
と
理
解
を
深
め
る
手

助
け
を
し
た
い
の
で
す
。
そ
し
て
こ
の

Ｃ
＆
Ｃ
理
念
を
支
え
て
い
る
の
が
、
指

先
に
の
る
ほ
ど
の
小
さ
な
チ
ッ
プ
に
Ⅷ

字
詰
め
の
原
稿
用
紙
一
○
○
○
枚
以
上

の
文
字
を
、
記
憶
す
る
半
導
体
の
技
術

な
の
で
す
。
科
学
技
術
に
支
え
ら
れ
た

豊
か
な
人
間
性
を
、
追
求
し
て
ゆ
き
た

い
の
で
す
。

近
衛
今
日
は
い
ろ
い
ろ
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

根
本
ま
た
「
神
戸
サ
ン
ト
ピ
ァ
」
に

い
ら
し
て
下
さ
い
。

近
衛
は
い
。
本
日
は
お
忙
し
い
と
こ

ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日本電気株式会社神戸支社〒6 5 O 神戸市中央区東町1 2 6 ( 神戸ｼ ﾙ ｸ センターピﾙ ) …冠( 0 7 8 ) 3 3 2 - 3 3 1 1 掘眠価格

州

ｲ ﾝ ﾀピｭｱｰ近衛真理
く女優〉

神戸出身、宝塚歌劇団花組
に入団。第一線で活躍した
後、退団。その後サンテレ
ピ、ＮＨＫ等でアシスタン
トとして出演する。
現在「近衛ジャズ教室」を
岡本・逆瀬川に開く傍ら、
女優としても活蹄中。

*久, ､根本政徳
く日本電気神戸支社長〉

昭和3 6 年神戸大学経済学部
を卒業後、日本電気株式会
社に入社。資材部を振り出
しに中央東京、千葉各支店
を経て5 9 年神戸支社長に就
任。趣味はJ A Z Z 。
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